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H − C − 3　 多彩 な分裂病様症状 と脳
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H − C − 4　 Bear ＆ Fedio の 質問 紙

の感受性 と特異性 の検討 一 側頭葉て

ん か ん患 者 と機能性精神病患者の 性格

特徴の 比較 を通 して
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　 わ れ わ れ は、長期 に わ た り多彩 な精 神症状を示 し、

そ れ に 伴 っ て 、種 々 の 脳波所 見 が 認 め ら れ 、急 性 肝

炎罹患時 の 繰 り返 す脱力発作 を 契 機 に 著 明 な 精神 症

状 の 改善が み ら れ た 症例を経験 し た の で 報告 し、精

神症状 と脳 波所見 の 相 関 に つ い て 検 討 す る 。

　 症 例 ： 30 才、女 。

　昭和 47 年 3 月 （ 18才 ）の 高校 卒 業 の 頃、被害 関 係 妄

想 で 発症 し、8 月に 昏迷状態に 陥 っ た が、 1 ケ 月程 で 軽

快 した 。 48年 8月よ り徘徊 。精神運動性興奮 ・幻覚妄想 が

み ら鉱 某病院 に 入院 した 。 1年程で 軽快 したが 50 年 7 月

幻覚妄想 がみ られ 当科を初診 。 そ の 後、徘徊 ・衒 奇症 ・精

神運動性興奮 ・幻覚妄想を 伴 う緊張病様状態や軽躁状態tc

陥るた びに 3回程入 退 院 を繰 り返 した。 その 険安 定 しで ・たカX

56年 1月よ り再び緊張病様状態 とな り、4月より当科 に 入院 し

魅 この 閃態は 2年半に わた っ て持続 したが、昭和 58年 6月急性肝

炎に擺患 し、GOT 。GPT が 2，000以上を示す状態の なかで、

繰 り返す脱力発作が み られ、それを契機に幻覚妄想 。精神

運動性興奮等の 症 状 が消失するなど精神症状 が 著明 に 改善

した 。 そ の 後、軽躁 状態 や睡 眠障害は 残存 して い るが、幻覚

妄想 や精神運 動性興奮等は み られて い ない 。

　 脳波 と精神症状の 相関をみ る と、軽 躁 状態の 時の脳 波

は 最 も安定 して お り、基礎律動は 約 8Hz の α 波が 規則

的 に み られ、発 作波 や 徐 波は み られなか っ た 。 緊張病様状態

に なると、当初 は脳波 は ほ ぼ 正常範囲 内の 所見 で あ るが、

徐 々 に悪 化 し 、 高振巾徐波 が頻回 に み られた 。 そ して、棘

波 ・棘徐波複合 な どの 発作波 も認め られ、基 礎 律 動 も

6 〜7Hz まで 徐 波 化 し臨 緊張病様状態 が徐 々 に 改 善 し

て ゆ く時期 に は、脳波 も改善 し、徐波 。発作波は 減少 し、

基礎律動も 7．5〜9Hz と速波化 した 。

　 目 的 　 側 頭 葉 て ん か ん 患 者 の 性 格 特徴 の 評

価 に お け る BOar ＆ FCdio の 質 問紙 の

感 受 性 と特 異 性 を調 べ る こ と 。

方法 　以 下 に 示 す 患 者 群 を対 象 に Bear ＆

ト edlo の 質 問紙 を施 行 し 、性 格 特徴 評 価

点の 各 群 間 の 比 較 、性 格特 徴 評価 点 に よ る 各

群 の 判 別 分 析 を 行 な い 、同 質 問 紙 の 特 異性 と

感 受 性 とを 調 べ た 。対 象 は 東 大 病 院精 神 神経

科 外 裟 に 通 院 中 の 患 者 の う ち ．複維 部分 発作

を 持 ち 、側 頭 部 優 位 の 発 作波 焦点 を示 す 側頭

葉 て ん か ん 患 者 33 名 （ 丁 群 ） ．精 神分 裂病

患者 3 〔｝ 名 （ S 群 ） ，感 情病 患者 29 名 （A

群 ； こ の う ち 24 名 が う っ 状 態 、 5 名 が そ う

状態 ） で あ る 。た だ し 、 S 群 お よび A 群 の 診

断 は D ⊆ M − III に 基づ V で 行 っ た 。各 群 の 性

lt、教 育年 数 に 有 意 差 は な か っ た が 、平均 年

齢 ほ ・、 群 が 他 の 群 よ り 有 意 に 高か っ た 。

結 果 　 L ） こ の 質 問紙 で 評 価 さ れ る 18 の 性

格 特 撒 の う ナ・、丁 群 と他 の 2 群 の う ち 少 な く

と も 一・方 と の 間 で 評 価 点 に 存 意 差 の あ っ た 性

格 特 徴 は 、 El己 評 価 で は く 受 動 性 〉 （T ＜ s ）

〈 抑
’i つ 〉 （T ＜ A ） の 2 特 徴 ．観 察 者 の 評

価 で ほ で 量E 義 感 〉 、 ぐ 攻 撃牲 〉 、 〈 多 幸 感 〉

（い す れ も T ＞ S ） の 3 特 徴 で あ っ た 。

と li8 の 性 格特 徴評 備 点 を変数 とす る 3 群

の 判 別 分 析 の 正 判 別 率 、丁 群 判 別 の 感受 性 （

tll判 別 さ れ た 丁 群 sc］ 人 数 ／ 丁 群 の 人数 ） ， 丁

群 判 別 の 特 異 性 （正 判 別 さ れ た T 群 の 人 数 ／

1
「
群 と判 別 さ れ た 人 数 ） ほ 、臼己 評 価 で は 、

そ
．
れ そ れ 66．呪 ，65．7Z ，52．97， ，観 察 者 の

評 緬 で ほ 、そ れ ぞ れ 56 ．3Z ，72．7Z ．54．9Z

で あ t，た 。
’
9．蔡 　 以 L の 結 果 ik、 こ の 貲 問紙 が 測 頭 葉 て

く．か ん 患 餐 の 想 格 特 徽 評 価 に お い て 、あ る 程

墺 の 感 受 性 と 特 異 性 を 持 っ て い る こ と 、ま た

It：己 評 価 よ
5［ 観 察 告 の 評 価 の ぢ が こ の 2 点 に

つ い て 優 ゴ1 て い る こ と を 示 し て い る も の と考

．：二 ら 眉　勺 。
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